

（プレゼンテーション 様式１）
実績レポート

	正課外で取り組んだ活動の詳細と、これまでの活動経験をふまえて立案された、大学入学後に実施したいプロジェクトについて、３頁以内で記述すること。
冒頭に、正課外で取り組んだ活動の概要と大学入学後に実施したいプロジェクトの概要を簡潔にまとめて記述し、本文は、次の(1)～(5)のセクションに分けて記述すること。(1)当該活動を始めた経緯、活動の目的と意義、(2)当該活動への取り組みの状況とその成果、(3)活動を通してどのように成長し、何を身につけたか、(4)大学入学後に実施したいプロジェクト（何をどのように実施するのか）と学外（地域社会、企業、自治体等）へ及ぼすと想定される影響・効果、(5)当該プロジェクトと人間学部での学びとの関連（学部での学びが、当該プロジェクトにどのように活かされるか）
【注意点】上記(1)～(5)の内容が全て記載されていない場合は採点対象外とします。また、大学入学後に実施したいプロジェクトは、単独で遂行するものではなく、他の学生と協働できる活動内容となるように計画してください。


【概要】実績レポートの作成に当たって留意すること
※本留意事項の内容を十分に確認し、実績レポートの作成時にはこのテキストボックスごと削除すること

留意事項：
1. 本文は10.5ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。
2. 各頁の上部のタイトルと指示書きは動かさないこと。
3. 本文中の(1)～(5)のセクション見出しの位置は、記述量に応じて動かしてよいが、セクション見出しの表記内容を変更しないこと。
4. 指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。

※本留意事項の内容を十分に確認し、実績レポートの作成時にはこのテキストボックスごと削除すること
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【本文】
(1) 正課外で取り組んだ活動を始めた経緯、活動の目的と意義



(2) その活動への取り組みの状況と成果



(3) 活動を通してどのように成長し、何を身につけたか



(4) 大学入学後に実施したいプロジェクトの計画と、学外へ及ぼすと想定される影響・効果



(5) 実施したいプロジェクトと人間学部での学びとの関連
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実績レポート（つづき）
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現場・フィールドでの活動実績等を証明する資料（プレゼンテーション 様式２）

	フリガナ
	
	志望学部・学科
	人間学部人間学科

	氏　　名
	
	
	

	（貼付欄）

	（注）


	１．証明資料はコピーを貼付してください。
２．大きいものは、この用紙の枠からはみださないように縮小コピーしてください。
３．用紙が足りない場合は、自分で同様式を作成（コピー可）してください。



名　城　大　学
